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検討体制

1

港湾における高潮リスク低減方策検討委員会

大阪湾港湾等における

高潮対策検討委員会

堺泉北港部会

（港湾事業継続計画協議会）
大阪港部会尼崎西宮芦屋港部会神戸港部会

（本省港湾局）

中部の港湾における

高潮･暴風対策検討委員会

関東の港湾における

高潮・暴風対策検討会

（近畿地方整備局）

（大阪府）（大阪市）（兵庫県）（神戸市）

■大阪湾港湾等における高潮対策検討の体系について
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堺泉北港部会
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堺泉北港部会

フェーズ別の高潮・暴風対応計画

堺泉北港・阪南港

高潮対策

国

港湾管理者

関係行政機関

港運業者

コンテナ

港湾運送業者
完成自動車

港湾運送業者
一般バルク

石油製品製造
業

石油精製

電気・ガス業

化学工業品

製造業

鉄鋼・鋼材

製造業

港湾関係者の役割や業種、取扱貨物の内容等により、高潮・台風により
想定される被害の内容や対応が異なるため、対象業種別のフェーズ別の
高潮・台風対応計画の対応例を掲載する。
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堺泉北港部会

（例）堺泉北港・阪南港における「港湾・海岸管理者」の対応

人 設備・貨物等 関係者等

-120h
（5日前）

・入出港在港船舶確認

-96h
（4日前）

・気象・海象情報収集・周知

-72h
（3日前）

・対策準備指示

台風接近の2日前
-48h

（2日前）

・気象・海象情報収集・周知
・海上安全情報収集・周知
・入出港在港船舶確認

・連絡体制確立 ・対策実施指示
・事前対策実施の注意喚起
　（ｺﾝﾃﾅ固縛・段落とし等、高潮・暴風対策）

《対策例》
・第1体制発令　通知

台風接近12h前
もしくは

前日12：00
（接近が翌朝未明）

-12h
（半日前）

・気象・海象情報収集・周知
・海上安全情報収集・周知
・入出港在港船舶確認

・災対本部、情報収集体制確立
・防災対応職員の参集対応
・連絡体制の確立

・止水扉等閉鎖開始

・船舶避難確認

・第2体制発令　通知

高速道路：閉鎖

・防災対応職員の安全確保

・止水扉等閉鎖確認

台風接近
～

高潮発生
～

台風通過
～

高潮収束

・気象・海象情報収集・周知
・海上安全情報収集・周知
・入出港在港船舶確認

・被害状況情報収集 ・被害概略調査
・施設点検調査（目視）

・第2体制解除　通知
・施設点検調査指示
・被害状況ヒアリング

波
浪
特
別
警
報
発
表

波
浪
警
報
発
表

高
潮
特
別
警
報
発
表

高
潮
警
報
発
表

 
第
2
体
制
発
令

（
大
型
船
等
避
難
勧
告
　
3
万
Ｇ
Ｔ
以
上

）

（
全
船
舶
避
難
勧
告
　
1
千
Ｇ
Ｔ
以
上

）台風等通過後
の対応

フェーズ①
 「事前対策」

（対応計画・準
備・対応要員確
保、一部対策実

施）

フェーズ②
「避難周知」

安全確保確認後

暴風が吹き始める前に防災行動を完了

台風接近の5日前
～3日前

台
風
進
路
予
報
　
・
　
台
風
に
関
す
る
気
象
情
報

（
随
時
発
表

）

★台風発生
　 台風進路予想発表

★台風説明会
（警報級の可能性を時系列
発表）

●台風対策委
員会

強
風
注
意
報
発
表

波
浪
注
意
報
発
表

第
１
体
制
発
令

（
避
難
準
備
勧
告

）

高
潮
注
意
報

発
表

フェーズ

・気象・海象情報収集・周知
・海上安全情報収集・周知
・入出港在港船舶確認

・体制の拡大

フェーズ③
「防災行動

完了」

時間の目安
交通機関
への影響

情報収集・内部周知 体制

行動開始のトリガー

気象庁の情報
海上保安部

の情報（港長）

暴
風
特
別
警
報
発
表

暴
風
警
報
発
表

防災行動等

・船舶避難確認

台風接近6h前
もしくは

前日17：00
（接近が翌朝未明）

-6h

飛行機：欠航
鉄道：運休

・事前対策実施の注意喚起
　（ｺﾝﾃﾅ固縛・段落とし等、台風・高潮対策）

・第2体制発令　通知

台風接近の1日前
-24h

（1日前）

・気象・海象情報収集・周知
・海上安全情報収集・周知
・入出港在港船舶確認

・対策状況確認

・止水扉等閉鎖開始

強大な規模（特別警報級）の

台風の場合は1日程度前倒

工事：仮設物固縛、建設機械・船舶避難、

防風対策等

保有船：係船ロープの増設

・止水扉等の事前閉鎖

・電気系統、システムの止水・防水対策

・非常用電源設備の稼働確認などの電源対策

・車両等の浸水・暴風対策

・上記事項を実施するために必要な資機材・人員
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堺泉北港部会
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堺泉北港部会
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尼崎西宮芦屋港部会
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尼崎西宮芦屋港部会
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尼崎西宮芦屋港部会
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尼崎西宮芦屋港部会
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尼崎西宮芦屋港部会
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尼崎西宮芦屋港部会
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尼崎西宮芦屋港部会
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尼崎西宮芦屋港部会
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尼崎西宮芦屋港部会
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尼崎西宮芦屋港部会
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尼崎西宮芦屋港部会
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尼崎西宮芦屋港部会
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尼崎西宮芦屋港部会
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尼崎西宮芦屋港部会
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尼崎西宮芦屋港部会
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尼崎西宮芦屋港部会
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大阪港部会
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大阪港部会
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大阪港部会
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大阪港部会
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大阪港部会
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大阪港部会
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大阪港部会
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大阪港部会
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大阪港部会
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大阪港部会
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大阪港部会
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大阪港部会
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神戸港部会

○背景と部会の設置⽬的
神⼾港では、台⾵第20号及び台⾵第21号により、外郭・
港湾施設等の破損に加え、⼤規模な浸⽔が発⽣

港湾機能⽤地を中⼼に、都市機能⽤地まで被害が及んだ
台⾵第21号について⾼潮・⾼波の発⽣メカニズム・被害
発⽣原因の調査検証を⾏う

○開催経緯
第１回 9⽉27⽇ 被災状況、検討⽅針の確認
第２回 12⽉4⽇ 再現シミュレーション（案）
第３回 3⽉14⽇ 対応⽅針の策定

○検討体制

○全体的な傾向
○東に⾏くにつれ潮位が⾼くなる傾向
 神⼾港東部で⼤きな被害
 過去最⾼を記録した潮位により
海⽔が護岸等を超えて流れ込んだ
ことが主な要因

○既成市街地を守る防潮堤が効果を発揮

港湾における⾼潮リスク低減⽅策検討委員会＜国⼟交通省＞

東京湾 伊勢湾
⼤阪湾港湾等における⾼潮対策検
討委員会＜近畿地⽅整備局＞

神⼾港部会
＜神⼾市＞

尼崎⻄宮芦屋
港部会

⼤阪港部
会

堺泉北港
部会 ○対策の基本⽅針

○住宅等が⽴地する⼈⼯島《ポートアイランド・六甲アイランド》
・海⽔の進⼊経路において、最も効果的となる⽔際で、
海上物流に⽀障を来たさないような対策が必要

⇒海⽔の浸⽔経路の遮断（ヤード嵩上げ・擁壁の組み合わせ等）
臨海部での退避施設の検討、電源施設の⽌⽔機能強化

○津波対策計画区域《東部⼯区・東川崎地区（未改良区間）》
・現在実施中の津波対策が⾼潮に対しても⼀定の効果を発揮
⇒防潮堤の補強・嵩上げを早期に実施（津波対策の継続）
内⽔対策としてのポンプ施設機能強化（東部⼯区、東川崎地区）

○堤外地区域《兵庫埠頭等》
⇒建物⽌⽔板、退避経路、避難施設、情報伝達等ソフト対策を
中⼼に実施

○防災情報・⽔防体制等の検討（ソフト対策）
⇒「防災情報の発信強化」「事前防災体制の強化」を実施

○既存海岸保全施設
⇒ 適切な維持管理を徹底（点検及び補修の実施）

○浸⽔シミュレーション結果
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神戸港部会
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神戸港部会
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神戸港部会
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神戸港部会


